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王njection locking of a cw Nd:YAG ring laser has been developed, in which a simple

polarization-analyzing scheme is incorporated for locking a slave-laser cavity to the

frequency of a master-laser.　A stable single-frequency operation has been achieved from

a simple experimental setup without any frequency dithering.

1.　　は　じめに

通信総研では､スクイ-ズド光発生のためのパラメトリ　ック発振器の励起光源と　して､　cw Nd:

yAGリ　ングレ-ザを開発してきた1-0　今回､そのリ　ングレーザの高出力化及び周波数とモード安定度

を向上させるために､ LD励起Nd:YAGレーザ(単一周波数発振)をマスターレーザとする光注入同期

の実験を行ったo　マスタ-レ-ザの発振周波数をスレーブとなるリ　ングレ-ザの共振器にロ　ックす

る方法として､ rfサイドバンド法を周いた例はすでに報告されているが2､､ここでは､マスタ-レ

ーザよ　り注入される光と注入同期により　スレーブレ-ザから出力する光の偏光状態変化を検出する

方法を用いた｡この方法では､レーザ周波数を変調する必要がなく､簡単な構成により安定な注入

同期を実現でき　る｡

2.　偏光を用いた安定化による光注入同期の構成

偏光板を光路内に含む光共振器と光バランス検出器を用いると､レーザ周波数に対して周波数弁

別特性を有する信号が得られるが5'､光共振器内にレ-ザ媒質を含む場合にも同じ信号が得られる｡

こ　こでは､その信号を用いて光注入同期の安定化を行った｡ Fig.1に､実験装置の構成を示す｡マス

ターレーザは直線偏光で発振しており､スレーブレ-ザの直線偏光に対して入/2板によ　り傾けて出

力　ミ　ラ-から注入される｡スレーブレ-ザの偏光と同じ方向の直線偏光成分のみがスレーブレーザ

の共振器内で共振し､注入同期が行われる｡直角方向の直線偏光成分は､出力鏡で反射される｡し

たがって､ス　レーブレ～ザからはこれらの光の合成されたものが出力される｡この時､ス　レーブレ

ーザが共振点にあれば直線偏光の出力が得られ､共振点から外れるにしたがって右､あるいは左回

りの楕円偏光が得られる.図に示すように､入/4板と偏光ビームスプリ　ッ　タを用いて光バラ　ンス検

出器で検出すれば､ Fig.2のようにマスターレーザの周波数に対して周波数弁別特性を示す信号が得

られる.この信号を増幅し､ス　レ-プレ-ザ共振器を構成している-つの　ミ　ラーにP Z Tを介して

帰還するこ　とにより､安定な光注入同期が行われる｡

3.　光注入同期の特性

マスター　レ-ザと　して､ L王GHTWAVE社のモデル122-1064-300Fを用いた.マスター　レーザの光はス

レーブレーザ共振器と　レンズを用いてモ-ドマ　ッチ　ングさせ､そのパワー(280mW)をア　ッ　テネ-タ

(ATT)で調整して注入を行った　Fig.2は､光注入同期時に光バラ　ンス検出器で得られる周波数弁別

特性である｡光注入同期が掛かると単なる光共振器の場合に比べて鋭く大きな検出信号が得られる｡

この信号を用いれば､レーザ周波数を変調するこ　とな　く､マスターレーザの周波数にス　レーブレ一
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ザ共振器の共振点を合わせることができる｡

Fig.3(a)は､マスタ-とスレーブレーザが非同期時(NO LOCK川G)の出力光の周波数スペクトル

を示す｡安定なマスターレ-ザ(Jitter　く　75kHz/sec)に対し､スレ-プレ-ザのスペクトルは二

っの縦モ-ドが競合して30MHz程度のJitterを持っている｡しかし､ Fig.3(b)のようにLOCKING状態

に入るとマスターレーザの安定度がそのままスレーブレーザに転写されるo　さらに､レーザ出力が

約2倍に増加する事が確認された｡現在のところ､出力3W以上まで安定に光注入同期が行われ､

高安定な単一モ-ド発振が得られているo

4.　　おわ　り　に

今回の実験はマスターレーザがフリーランの状態で行われた｡今後､マスターレーザを周波数安

定化し､高出力｡高安定な単一モード発振レ-ザ光を得る.さらに､スレ-プレーザのL D励起に

ょる､オールソリ　ッドステート　レーザを計画している｡
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